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 皆さん、こんにちは、本日のご出席誠にありがとう

ございます。 

 長かったゴールデンウイークも終わり、日常に戻っ

たわけですが連休中は如何お過ごしでしたでしょう

か。連休はどこにも出ないで自宅でゆっくりと言いう

方もいらっしゃることと思います。とても正解な過ご

し方だと思います。 

 ３日、憲法記念日に熊本市民会館で行われました憲

法フォーラムへ溝口県議からのお誘いもあり参加して

まいりました。連休で渋滞するだろうと13時30分開会

の3時間前に出ましたが、渋滞と事故が重なり山江サー

ビスエリアまで1時間30分もかかり市民会館に到着した

のは14時でした。正に連休中は自宅で過ごすという考

えに納得した次第です。4日みどりの日は緑の芝生の湯
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之谷でゴルフをして、名物馬の背、203高地を回り楽

しんで参りました。体調が良くなかったのですが、

家内が喜んでくれたので一安心しました。 

 前後しますが、５月１日は人吉高校の奨学金給付

式に行ってまいりました。３年生４名 ２年生１名

の５名に奨学金と認定の楯をお渡ししました。今回

は葉山副委員長に同行頂き、人吉ロータリー奨学金

制度について説明して頂きました。葉山さんにはい

つもいつもお世話になります。 

 ５月８日は八代ロータリークラブ例会へ小笠原幹

事と参加して参りました。ところ変われば色々な例

会スタイルがあり大変勉強になり、また我がクラブ

の素晴らしさを再認識する機会にもなりました。 

 故伊久美寛志パスト会長と大変縁の深い法人会県

連会長の藤井さんと同席させて頂きました。八代Ｒ

Ｃの最高齢会員は遠山さん８８歳で写真館をされて

いるそうです。挨拶の時間も与えて頂いた八代表敬

訪問でした。 

 来週はいよいよ地区大会となります。膳所ガバ

ナーの集大成であり、入会間もない会員さんには特

に参加して頂きたい最大の行事です。今回は無理

だった方も来年の三村年度地区大会には是非とも参

加して頂きたいと切に願うものであります。 

 最後に、本年度の人吉ロータリーのテーマは

「コ・クリエーション（共創）復興の希望を生み出

そう」です。これまで復興川柳をご披露して参りま

したが、現在は短歌ブームだそうですので、５・

７・５・７・７で復興のうたを詠みたいと思いま

す。 

 ある反省会で塚本ノミニーが短歌の歌い方指導し

てくれましたのですが、笑わないでください。 
 
   君が言う、この町変わる、暇かかる 

      できるものなら TSMC来てほしい 
 
手っ取り早い復興なんかないんだなー、時間はかか

るけど地道に復興に取り組んで行こうという希望の

うたです。 

 

 

  国 歌  「君が代」           

  Ｒ Ｓ  「それでこそロータリー」 
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《4/26 臨時理事会承認事項》 

1号議案 5月24日例会変更の件  

 5月24日例会18:30より創立記念例会･新会員歓迎会 

 とする。     

2号議案 慶弔規約 追加の件   

    会員の卒寿祝 記念品    

    会員の白寿祝 記念品    

    会員の百寿祝 記念品     

 を追加します。 
 
《5/10 定例理事会承認事項》 

1号議案 球磨川音楽祭実行委員会代表 加登住亮氏  

 より2024年8月23日･24日開催｢第16回球磨川音楽 

 祭」後援依頼の件  

 ポスター･チラシ･プログラム類における名義使用 

 を承認      

2号議案 第3回クラブ協議会開催日変更の件  

   （6/14・6/21）を（5/31・6/14）へ変更 
 
≪連絡事項≫ 

・5月ロータリーレート 1ドル 157円 

・令和6年5月ガバナー月信地区ホームページ掲載 

・インターアクト指導者研修会開催のご案内     

・財団室NEWS 2024年5月号 

・認定NPO法人ロシナンテスより情勢報告会 
  
今後の例会予定 

5月17日 休会 

5月24日 クラブ創立記念例会･新会員歓迎会 

     18時30分～ 

5月31日 クラブ協議会前半 

6月7日  賀寿会18時30分～ 

 

   委員 吉野孝司 

 

【親睦委員会】 

【雑誌委員会】 

     ロータリーの友５月号紹介             

               委員長 春木 顕 
 
 ロータリーの友５月号の紹介です。 

 まずは４ページのＲＩ ゴードンＲ．マッキナ

リー会長のメッセージから。 

 今月はＲＩ会長が年間を通してフォーカスされた

「メンタルヘルス」の取組についてです。昨年1月

の提言「世界的なメンタルヘルスシステムが存在し

ないからといって、機能していないとは言えない。

同時にロータリーがそのシステムを築く力になれ

る」という強い希望から始まりました。その後、

ロータリアンがなん十件ものメンタルヘルスプロ

ジェクトを立ち上げ、多くの皆さんがその諸活動を

人々に伝えるよう、仲間のロータリー会員に進めた

ことも重要であったと評価されています。 

 今月の会長のメッセージの最後は、「この雑誌を

読み終えたら、My ROTARYのラーニングセンターに

アクセスし、短い動画を含む「より大きなインパク

トをもたらす」をぜひチェックしてください。」と

呼びかけられています。ぜひ、アクセスしてみま

しょう。 

 ７ページからは特集「青少年の育成を支援すると

いうこと」です。青少年月間にちなんだ特集です。

ロータリーの青少年育成支援プログラムは多種多彩

ですが、そのひとつであるＲＹＬＡ（ライラ：ロー

タリー青少年指導者養成プログラム）は、1959年に

催されたセミナーを起源とするものです。今回の特

集はこのＲＹＬＡの取組の紹介を通して、青少年と

接するにあたり重大な責務である青少年保護につい

て、我々が「学ぶ」ようまとめられています。 

 ８ページには第2820地区、１０ページには第2660

地区でのＲＹＬＡセミナーのスケジュールとプログ

ラム内容が紹介されています。いずれも、参加した

青少年が考えを深めたくましく成長する姿を本人が

実感し、周りの大人が評価していることが印象に残

ります。個人的には第2820地区の「スポーツ鬼ごっ

こ」で戦術を考えて……というロータリアンの声か

ら面白そうだと興味がわきました。 

 １２ページは組織の経営や運営に携わる私たちが

十分に理解する必要を感じた内容になります。それ

は「青少年との適切な距離を知りましょう」と題し

た、世代や文化などの違いから、成人と青少年との

接し方には適切な行為と不適切な行為があるという

ことを理解する必要性が必ずあるという内容です。

ともすると私たちの価値観で青少年に接してしまい

がちですが、大切なのは年長者であり社会経験の豊

富な私たちが、いかに違いを理解して接するかだと

いうことです。見ていただくとわかるように、「容

認される」「容認されない」と区分けして、「身体

的なやりとり」「言葉によるやりとり」「一対一の

やりとり」「メールやインターネットでのやりと

り」「プレゼント」とシチュエーションごとに紹介

されています。もちろん、シチュエーションは状況

や場面で逐一変化します。明確なルールも存在しま

せん。ここに挙げられていること以外についても、
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私たちの「これくらいは良かろう」という感覚は

通用しないということを肝に命じましょう。 

 １８ページには能登半島地震への緊急支援が紹

介されています。 

 縦組み４ページには、第2650地区第6組ＩＭ基

調講演での福井県立若狭高等学校海洋学科教諭の

小坂康之さんの「サバ缶宇宙へ行く～地産地消か

ら地産地翔へ」と題した講演要旨です。 

 日本初の水産高校である福井県立小浜水産高等

学校が初任校だった小坂さんは、就任早々から

「この学校つぶれるで」という10年後に廃校とな

ることを聞かされたそうです。ここから、生徒た

ちとともに、現場で膝と膝を突き合わせて地域に

かかわることで、生徒も変わり、水産高校を取り

巻く周りの見方も変わり、教員も変わっていった

というお話しです。私は読みながら、まるで１０

年くらい前の人気ドラマ「下町ロケット」を彷彿

とさせるできごとがここにもあったのだと感心し

ました。その中でのサバ缶宇宙へということだっ

たようです。この頑張りが、小浜水産高校の廃校

ではなく若狭高校への統合となり海洋学科新設と

つながったということですが、さらに面白いのは

水産科から海洋学科となることで、さまざまな地

域の声を聴く機会もでき、さらには大学の調査研

究を生かした視点も得られたということでした。

それは、学生時代に、主体的に取り組んできた対

象を、人は大人になっても大事にしているという

研究結果です。小坂さんの言葉を借りれば「学生

時代にサボることを主体にした子は、サボるプロ

になる。一生懸命貢献することを主体にした子

は、その後も貢献する人生を歩む」ということで

す。この研究を基に、新しくなった学校では「自

ら調べ、じっくり考えることを主体的に取り組む

子どもたちを育てよう」という目標が設定された

そうです。サバ缶を宇宙飛行士の野口聡一さんは

「宇宙日本食」のひとつとして表現されていると

いうことからも、ここで学んだ生徒も教職員も幸

せな学びの環境にあることを実感されているので

はないかと感じました。 

 ９ページには宮崎アカデミーＲＣ伊勢由美子さ

んの紹介記事です。子どもたちの書いた詩や文に

曲をつけて演奏するという音楽ボランティアをさ

れています。いろんな青少年育成、奉仕活動があ

るんだぁと感じさせられました。 

 １３ページの日本人とお米のはなしには「米国

はお米の国？」と題して、アメリカのおいしい米

料理の話題です。お米は、欧米でも身近な食材で

あり親しまれていると知ることができました。 

 それでは今月も１４・１５ページ最下段から一

句紹介して、ロータリの友５月号の紹介を終わり

ます。 

 「熱燗を しみじみと飲む 八代の忌」 

            （奈良 田伏薫氏） 

 

 

  

【次年度】   

  2024～2025年度 地区研修・協議会 報告（後半） 

                        日時;2024年4月7日(日)  

                          場所;熊本城ホール 

 

ガバナー補佐・会長部会       会長エレクト          

                   岩井和彦 

 午前中のプログラム及び午後からの部門別協議会の

内容は３月２日・３日に開催されましたPETSの内容と

ほとんど同じ内容ですので割愛させていただきます。  

 午後の部では、熊本第6Gで一期崎ガバナー補佐エレ

クトを中心に人吉・水俣・多良木・人吉中央・（芦北

欠席）の会長エレクトでディスカッションを行い様々

な意見交換ができ有意義な時間を過ごすことができま

した。特に一期崎ガバナーエレクトや多良木の成松会

長エレクト・水俣の築地会長エレクトは会長経験者で

私の他愛のない質問にも丁寧に答えていただき良き話

を聞けました。熊本第6Gは一年間チームワークが良い

グループだと改めて気付かせて頂いた協議会でした。 

 

国際奉仕部会          次年度国際奉仕 

                委員長 青木一幸    

・今年度の国際奉仕部門の活動方針は以下のとおりで 

 ある。 

①出前セミナーの実施、地区内で国際交流希望クラブ

とのマッチングサポートを実施 

②ロータリー財団部門、米山奨学部門とタイアップし

てグローバル補助金・地区補助金や米山学友等の関わ

り合いを通じて、より豊かな国際交流をバックアップ

していくこと 

③新たな国際奉仕部門として支援活動を模索する～県

内在住海外の方への新たなサポート模索等委員間を立

ち上げる 

・姉妹クラブ締結においては締結書等のひな形もある

ので、遠慮なく相談してほしい。 

・なお、こうした活動を積極的に推進していくには、

各クラブは地区補助金やグローバル補助金といった制

度も有効に活用していくことが肝要である。 

 

職業奉仕部会               次年度職業奉仕 

                委員長 戸髙克彦 

 職業奉仕部門では熊本東南ＲＣの古田哲朗部門長が

職業奉仕についてご自身の意見を始めに述べられまし

た。先ず、ロータリー活動の中でも幅が広く難しいと

いう事をいわれ、その通りだと思いました。 

本年度の活動方針としては「4つのテストの実践～職

業奉仕のウィーサーブへ」です。 

・ウィーサーブは（クラブでできる職業奉仕）という

テーマです。 

・4つのテストについては昨年が一番目の「真実かど

うか」だったので今年は二番目の「みんなに公平か」

のテストを掘り下げて考えるという内容でした。 

 1つ目のウィーサーブは人吉ロータリークラブ独自

の活動が実践されていると思いました。チャレンジ

カップや人吉RC奨学基金、地域発展功労者表彰は地域

への奉仕活動と思いますし、先日能登にも行ってい頂

いたキッチンカーでの活動は地域の枠を越えた心の支

えにもなる活動であると思いました。職業奉仕部門で

の話ではありましたが、人吉ロータリークラブでは委



員会名が違っていても周りに役立つ活動という事をす

でに行われていると実感いたしました。 

 2つ目の「みんなに公平か」では国際ロータリーが

最優先事項として掲げている「ＤＥＩ」 

（多様性・公平さ・開放性）」の話でした。 

 例えば、例会の時に仕事の話や、営業的な話はして

はいけない、これは人吉クラブでも言われていた記憶

がありますが少しずつ改善されているような内容で、

極端に言うと仕事を増やす目的があってもいいのでは

ないかというお話でした。（個人的な見解と付け加え

られた上で）例会や活動に参加する仲間ですので、自

然と信頼関係が深まり職業上でのお付き合いになる事

もあると思いますが、クラブとしての仲間意識が活動

に活きるという意見でした。 

 また、私個人的にはロータリーに入会して、頭の中

に残っている言葉としては「ロータリーはイエスかハ

イしかない」と言われたことです。今の時代では公平

なものの見方ではないとも思われます。職業において

も倫理的なところは意識する部分であり、周囲への影

響も大きいのではないでしょうか？各クラブ会員数も

減少する中で守り続けていくものと変えていくべきも

のを考える良い機会だと感じました。私自身、ロータ

リークラブに入り何の為に活動をしているのか？職業

奉仕部会での話を聞き改めて考えさせられる内容でし

た。次年度はもう少しロータリーの活動に参加してい

きたいと思っております。  

 

ロータリー財団部会       次年度Ｒ財団   

                委員長 葉山稔洋 

 2720地区では、年次基金・一人当たり150ドル以上

を目標としておりますが、人吉クラブの現状は、 

(前期2720円後期2640円計5360円) 不足17140円で

す。これを補うには例会に30回出たとして約600円位

毎回寄付をする。 ポリオプラス基金においては、一

人当たり30ドル以上ですから同様に150円毎回寄付を

すると達成します。 

150ドル以上のクラブいかの通りです 

（1日田2宇佐3宇佐八幡4別府5日出6大分7大分中央 

8大分南9大分臨海10大分1985 11大分城西12大分キャ

ピタル）（1熊本菊南2熊本05福祉3熊本東南4熊本城東

5熊本江南6熊本西7熊本西陵8八代東） 

 栞のＰ81～84を見て頂くと過

去の実績が記載されておりま

す。 

 最後に【ロータリーカード】

について ロータリーカードで

溜まったポイントを財団へ寄付

する事が出来ます。個人若しく

はクラブの年次基金に計上され

ます。皆さん「ロータリーカー

ド」を作り日常のカード使用を

切り替えましょう。 

 

 

米山記念奨学会部会       次年度米山記念奨学                  

                委員長 有馬宏昭 

米山記念奨学委員長が初めての方もおられるので、改

めて事業の説明がありました。 

ロータリー米山記念奨学会の目的・・全国のロータリ

アンからの寄付金を財源として、日本で学ぶ私費外国

人留学生に奨学金を支給し、支援する国際奨学事業。 

国際ロータリーの中の位置・・日本独自の事業だが国

際ロータリーの承認です。 

ロータリー米山記念奨学会の使命・・将来、日本と世

界を結ぶ「懸け橋」となって国際社会で活躍し、ロー

タリー活動の良き理解者となる人材を育成することが

事業の使命です。 

米山記念奨学会委員長からご挨拶・・山下紀之委員長

（人吉中央ＲＣ所属） 

学部・修士・博士課程ロータリー米山記念奨学金 

（採用者の9割以上を占める） 

月額 学部課程:10万円 修士・博士課程:14万円 

期間 課程修了までの最長２年間 

募集方法 指定校推薦制度 

対象者 ・指定校に在籍する正規留学生 

    ・採用時に各課程の最終学年、もしくはその 

     1つ前の学年に在籍 

    ・45歳未満    

地区の奨学生割当数：奨学会で地区割り当て数を決め

ます。 

①寄付金収入予想に基づき全体採用数を決定（2022-

23年度約14億2,292万円） 

②地区割り当ては、 

Ａ寄付金総額   50％ Ｂ個人平均寄付額 30％ 

Ｃ特別寄付者割合 10％ Ｄ有資格者数    10％ 

で決定します。2024年は全国では863人 

 2720地区は18名 昨年より一人増員です。 

2720地区米山資金推進委員会では、 

目標を会員1人/クラブ普通寄付（人吉ＲＣは3,000×

２）+個人特別寄付=15,000円   

各クラブ訪問を7月から12月に訪問し米山記念奨学へ

の寄付を依頼したい。 

内閣府から「公益財団法人」認定を受けていますので

（安定財源確保の為普通寄付金設置）「所得控除」

「税額控除」選択可能です。（2012年1月から） 

2023年7月現在  

国別奨学生数の割合全体900人中 中国371人41％ 

ベトナム157人17％ 韓国94人10％ 台湾37人4％   

米山学友会2720地区学友会卒業後勤務地が東京等大都

市に移住するため難しさがあるとの報告でした。 

 

         ガバナーノミニー･デジグネート     

                   延岡研一 

 地区協報告は特にないので3year targets について

少し話をします。地区もですがクラブも次年度から3

年間の戦略計画目標を立ててください。そして

rolling target つまり年度成果に基づいて目標修正

を行ってくださいという事のようです。 

ノミニーまでは決まっていてもデジグネートは決まっ

てないクラブがほとんどでしょうが、クラブの戦略計

画委員会で目標設定をしていただければ良いのではな

いでしょうか。 

 

 
 
       点 鐘   北 昌二郎 会長 


